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寒
修
行
（
大
岩
山
日
石
寺
富
山
県
上
市
町
）

誤
作
動
論
の
可
動
堰

閑話休題

（昭和２９年１月３０日
第三種郵便物認可）

去
る
一
月
二
三
日
に
実
施
さ

れ
た
吉
野
川
可
動
堰
計
画
に
関

す
る
徳
島
市
住
民
投
票
の
経
緯

に
は
、
甚
だ
不
可
解
な
点
が
多

い
。
と
は
い
え
、
地
方
分
権
推
進
ム
ー
ド

が
高
ま
る
中
で
、
住
民
運
動
の
意
義
に
つ

い
て
考
え
な
が
ら
、「
紙
子
を
着
て
川
に

は
ま
る
な
」
と
の
古
い
戒
め
を
思
い
出
す

よ
す
が
に
は
な
っ
た
。

た
と
え
、
多
数
決
原
理
が
民
主
主
義
の

基
本
的
属
性
の
一
つ
で
は
あ
っ
て
も
、
国

会
や
地
方
議
会
に
お
い
て
は
と
も
か
く
と

し
て
、
あ
る
当
否
の
判
断
に
高
度
の
専
門

的
科
学
・
技
術

の
知
識
と
理
解

力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
関
連
情
報
が
十
分

に
得
が
た
い
場
合
に
、
一
般
住
民
は
一
体

何
に
基
づ
い
て
賛
否
を
決
め
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
今
回
の
対
象
は
、
長
さ
は
一
九
四

�
、
流
域
面
積
約
三
、
八
〇
〇
�
、
日
本

で
は
比
較
的
大
河
川
で
あ
る
。
そ
の
自
然

動
態
、
治
水
・
利
水
シ
ス
テ
ム
、
地
理
的

環
境
の
変
遷
等
に
つ
い
て
全
容
を
把
握
す

る
こ
と
は
、
河
川
工
学
者
、
工
事
責
任
者

た
ち
に
と
っ
て
も
、
決
し
て
容
易
な
こ
と

で
は
な
い
。従
っ
て
こ
の
可
動
堰
問
題
は
、

住
民
投
票
に
な
じ
む
も
の
と
は
到
底
考
え

が
た
い
。「
住
民
投
票
は
民
主
主
義
の
は

き
ち
が
え
、
誤
作
動
で
あ
る
」
と
い
っ
た

所
管
大
臣
の
発
言
は
、
挑
発
的
に
聞
こ
え

る
が
、
当
該
ケ
ー
ス
に
限
る
と
す
れ
ば
、

あ
な
が
ち
不
当
と
は
い
え
ま
い
。

む
し
ろ
、よ
り
深
刻
な
問
題
は
、某
大
新

聞
の
見
出
で
、「
ふ
れ
る
発
言
、心
も
可
動

堰
」と
や
じ
ら
れ
た
点
に
あ
る
。い
か
に
政

治
的
苦
慮
の
せ
い
と
は
い
え
、こ
の
計
画

の
正
当
性
・
合
理
性
に
つ
い
て
科
学
的
技

術
的
な
理
解
を
ど
れ
ほ
ど
持
っ
て
い
た
の

か
、疑
わ
し
い
か
ら
で
あ
る
。同
じ
く
事
後

の
県
知
事
や
市
長
の
と
ま
ど
い
も
ひ
ど
く

気
に
な
っ
た
。

一
般
投
票
者
の
反
対
理
由
も
定
か
で
は

な
い
が
、
某
著

名
な�
哲
学
者
�

が
代
弁
し
た
よ
う
に
、
観
念
的
な
自
然
保

護
と
地
球
環
境
問
題
と
の
短
絡
が
、
誤
作

動
し
た
と
の
感
も
否
め
な
い
。
一
方
、�
水

の
郷
百
選
�（
国
土
庁
）
を
誇
る
徳
島
市

民
た
ち
は
、
直
接
即
効
性
の
う
す
い
大
規

模
な
国
営
事
業
よ
り
も
、
身
近
な
水
辺
環

境
の
整
備
や
下
水
道
普
及
な
ど
へ
の
財
政

転
換
を
よ
り
希
求
し
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
。
民
主
主
義
は
民
衆
と
�
民
神
�
と
の

両
面
を
持
つ
ヤ
ヌ
ス
の
神
を
迎
え
崇
め

て
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
に
明
る
い
展
望
を
示
し

て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

（
東
京
大
学
名
誉
教
授

西
川

治
）

（町村の購読料は会費
の中に含まれております）
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�����������������医
療
保
険
の
診
療
報
酬
が
点
数
で
表
示

さ
れ
る
の
に
対
し
、
介
護
報
酬
は「
単
位
」

で
表
さ
れ
る
。
ま
た
、
診
療
報
酬
は
全
国

一
律
で
一
点
当
た
り
十
円
だ
が
、
介
護
報

酬
は
一
単
位
当
た
り
の
単
価
を
変
え
て
地

域
加
算
措
置
を
講
じ
る
の
が
特
徴
だ
。

一
単
位
当
た
り
単
価
は
加
算
の
な
い
標

準
地
域
は
十
円
。
人
件
費
や
物
価
が
高
い

都
市
部
に
は
、
四
段
階
の
加
算
を
設
け
、

最
も
高
い
「
特
別
区
」
（
東
京
二
十
三
区
）

は
、
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
が
一
単
位
当
た
り

十
・
七
二
円
、
施
設
系
サ
ー
ビ
ス
が
同
十

・
四
八
円
、
横
浜
、
川
崎
、
名
古
屋
市
な

ど
の
「
特
甲
地
」
は
訪
問
系
十
・
六
円
、

施
設
系
十
・
四
円
、
福
岡
、
北
九
州
市
な

ど
の
「
甲
地
」
が
訪
問
系
十
・
三
六
円
、

施
設
系
十
・
二
四
円
、
札
幌
、
仙
台
、
千

葉
、広
島
市
な
ど
の「
乙
地
」が
訪
問
系
十
・

一
八
円
、施
設
系
十
・
一
二
円
と
し
た
。

ま
た
、
訪
問
介
護
、
訪
問
看
護
、
訪
問

入
浴
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
の
介
護
報
酬
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
と
は
別
に
、
離
島
、

山
村
、
過
疎
な
ど
移
動
コ
ス
ト
の
か
か
る

地
域
を
対
象
に
、
一
単
位
当
た
り
十
一
・

五
円
の
特
別
加
算
も
行
う
。
な
お
、
こ
の

離
島
・
山
村
加
算
に
つ
い
て
は
、
保
険
料

の
上
昇
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
、
対
象
市

町
村
に
対
し
追
加
財
源
が
国
か
ら
交
付
さ

れ
る
。
さ
ら
に
、
高
齢
者
が
支
払
う
サ
ー

ビ
ス
利
用
料
も
、
通
常
地
域
が
実
費
の
一

〇
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
離
島
・
山
村
加

算
対
象
地
域
で
は
九
％
と
す
る
負
担
軽
減

措
置
を
講
じ
、
そ
の
費
用
は
国
か
ら
助
成

さ
れ
る
。

具
体
的
な
介
護
報
酬
を
一
単
位
当
た
り

十
円
の
標
準
値
で
見
る
と
、
ま
ず
訪
問
介

護
は
身
体
介
護
が
三
十
分
未
満
二
千
百

円
、
三
十
分
以
上
一
時
間
未
満
四
千
二
十

円
、
一
時
間
以
上
一
時
間
半
未
満
五
千
八

百
四
十
円
、
一
時
間
半
以
上
は
三
十
分
増

す
ご
と
に
二
千
百
九
十
円
を
追
加
す
る
。

家
事
援
助
は
三
十
分
以
上
一
時
間
未
満
千

五
百
三
十
円
、
一
時
間
以
上
一
時
間
半
未

満
二
千
二
百
二
十
円
、
一
時
間
半
以
上
は

三
十
分
増
す
ご
と
に
八
百
三
十
円
と
、
仮

単
価
と
同
額
に
し
た
。

一
方
、
訪
問
介
護
で
は
、
身
体
介
護
と

家
事
援
助
を
厳
密
に
区
分
す
る
の
は
難
し

い
ケ
ー
ス
も
多
い
こ
と
か
ら
、
両
者
を
折

衷
し
た
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
を
新
設
し
た
。

報
酬
は
三
十
分
以
上
一
時
間
未
満
二
千
七

百
八
十
円
、
一
時
間
以
上
一
時
間
半
未
満

四
千
三
十
円
、
一
時
間
半
以
上
は
三
十
分

増
す
ご
と
に
千
五
百
十
円
で
、
そ
れ
ぞ
れ

身
体
介
護
と
家
事
援
助
の
単
価
を
足
し
て

二
で
割
っ
た
水
準
に
な
っ
て
い
る
。

複
合
型
サ
ー
ビ
ス
を
ケ
ア
プ
ラ
ン
で
ど

の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
か
は
、
一
回
の

サ
ー
ビ
ス
に
身
体
介
護
が
ど
の
程
度
含
ま

れ
る
か
を
目
安
と
す
る
。
身
体
介
護
は
、

体
位
交
換
や
移
動
介
助
な
ど
の
動
作
介

護
、
は
い
せ
つ
介
助
、
更
衣
介
助
、
整
容

介
助
な
ど
身
の
回
り
介
護
、
入
浴
介
助
、

食
事
介
助
な
ど
の
生
活
介
護
に
分
け
ら
れ

る
。
た
だ
、
個
々
の
サ
ー
ビ
ス
を
時
間
で

細
か
く
区
切
る
の
は
困
難
な
こ
と
か
ら
、

身
の
回
り
介
護
や
生
活
介
護
を
中
心
に
行

い
、
残
り
時
間
を
家
事
援
助
に
充
て
る

ケ
ー
ス
は
「
身
体
介
護
」、
も
っ
ぱ
ら
家

事
援
助
を
提
供
し
、
そ
れ
に
伴
う
動
作
介

助
を
を
行
う
場
合
は
「
家
事
援
助
」、
こ

れ
ら
の
中
間
的
な
ケ
ー
ス
を
「
複
合
型
」

と
い
う
考
え
方
で
分
類
す
る
。ま
た
、現
実

に
は
長
時
間
の
サ
ー
ビ
ス
に
な
る
ほ
ど
、

家
事
援
助
の
割
合
が
増
え
て
い
く
た
め
、

ケ
ア
プ
ラ
ン
上
は
身
体
介
護
や
複
合
型
の

サ
ー
ビ
ス
と
位
置
付
け
て
あ
っ
て
も
、一

時
間
半
を
超
え
る
部
分
は
家
事
援
助
の
加

算
単
価
で
算
定
す
る
こ
と
を
認
め
る
。

な
お
、
三
級
ヘ
ル
パ
ー
が
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
た
場
合
、
身
体
介
護
と
折
衷
型
で

は
単
価
を
五
％
減
と
す
る
。
そ
の
ほ
か
、

夜
間
（
午
後
六
時
か
ら
午
後
十
時
ま
で
）

と
早
朝（
午
前
六
時
か
ら
午
前
十
時
ま
で
）

は
二
五
％
、
深
夜
（
午
後
十
時
か
ら
午
前

六
時
ま
で
）は
五
〇
％
の
加
算
を
講
じ
る
。

訪
問
看
護
は
、
医
療
機
関
に
よ
る
サ
ー

ビ
ス
が
三
十
分
未
満
三
千
四
百
三
十
円
、

三
十
分
以
上
一
時
間
未
満
五
千
五
百
円
、

一
時
間
以
上
一
時
間
半
未
満
八
千
四
百
五

十
円
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
が
三
十
分
未
満
四
千
二
百
五
十

円
、
三
十
分
以
上
一
時
間
未
満
八
千
三
百

円
、
一
時
間
以
上
一
時
間
半
未
満
一
万
千

九
百
八
十
円
。
い
ず
れ
も
、
准
看
護
婦
が

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
場
合
、
報
酬
単
価

は
一
〇
％
減
額
さ
れ
る
。

訪
問
介
護
と
違
い
、保
険
適
用
に
な
る
の

は
一
時
間
半
未
満
の
サ
ー
ビ
ス
ま
で
。訪
問

看
護
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
か
ら
一
時
間
半
を

超
え
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
と
い
う
考
え

厚
生
省
は
二
月
十
日
、
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
介
護
保
険
で
、
保

険
者
か
ら
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
支
払
わ
れ
る
介
護
報
酬
の
単
価
な
ど

を
官
報
に
告
示
し
た
。
単
価
の
水
準
は
、
昨
年
八
月
に
示
し
た
仮
単

価
に
比
べ
、
大
き
な
変
動
は
な
い
が
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
で
新
た
に
身

体
介
護
と
家
事
援
助
の
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
を
設
け
た
。
ま
た
、
要
介

護
度
別
に
設
定
さ
れ
る
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
支
給
限
度
額
は
、
最
重
度

の
要
介
護
５
で
一
カ
月
三
十
五
万
八
千
三
百
円
と
し
た
。
こ
れ
ら
が

告
示
さ
れ
た
こ
と
で
、
介
護
保
険
の
枠
組
み
が
す
べ
て
固
ま
り
、
市

町
村
は
こ
れ
を
受
け
、
介
護
事
業
計
画
の
策
定
や
十
月
か
ら
徴
収
す

る
保
険
料
額
の
確
定
な
ど
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
。

身
体
介
護
と
家
事
援
助
の
複
合
型
を
新
設

支
給
限
度
は
最
高
三
十
五
万
八
千
三
百
円

�
介
護
報
酬
に
つ
い
て
�

解解

説説

政 策
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か
ら
だ
が
、利
用
者
の
希
望
で
一
時
間
半
を

超
え
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
場
合
は
、超

過
分
の
費
用
は
全
額
自
己
負
担
と
な
る
。

通
所
介
護
は
、
サ
ー
ビ
ス
時
間
と
利
用

者
の
要
介
護
度
の
両
方
を
加
味
し
た
報
酬

を
設
定
し
た
。
ま
た
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
だ
け
で
運
営
し
て
い
る
単
独
型
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
隣
接
、
あ

る
い
は
施
設
の
一
部
を
使
っ
て
運
営
し
て

い
る
併
設
型
、
単
独
型
と
併
設
型
そ
れ
ぞ

れ
に
痴
ほ
う
専
用
タ
イ
プ
を
設
定
、
全
部

で
四
種
類
と
し
た
。

最
も
一
般
的
な
痴
ほ
う
専
用
で
は
な
い

併
設
型
は
、
三
時
間
以
上
四
時
間
未
満
の

サ
ー
ビ
ス
で
、
軽
度
の
要
支
援
が
二
千
八

百
円
、
中
度
の
要
介
護
１
‐
２
が
三
千
三

百
十
円
、
重
度
の
要
介
護
３
‐
５
が
四
千

六
百
二
十
円
、
四
時
間
以
上
六
時
間
未
満

の
サ
ー
ビ
ス
は
要
支
援
が
四
千
円
、
要
介

護
１
‐
２
が
四
千
七
百
三
十
円
、
要
介
護

３
‐
５
が
六
千
六
百
円
、
六
時
間
以
上
八

時
間
未
満
の
サ
ー
ビ
ス
で
要
支
援
が
五
千

六
百
円
、
要
介
護
１
‐
２
が
六
千
六
百
二

十
円
、
要
介
護
３
‐
５
が
九
千
二
百
四
十

円
と
な
っ
た
。

短
期
入
所
生
活
介
護
は
、
要
介
護
度
別

で
一
日
当
た
り
の
報
酬
体
系
と
し
た
。
施

設
の
タ
イ
プ
は
単
独
型
と
併
設
型
で
、
こ

れ
に
職
員
配
置
の
パ
タ
ー
ン
と
し
て
、
介

護
・
看
護
職
員
と
入
所
者
の
比
率
を
、
一

対
三
、
一
対
三
・
五
、
一
対
四
・
一
の
三

種
類
を
設
け
、
全
部
で
六
種
類
の
報
酬
と

な
っ
て
い
る
。

報
酬
額
は
最
も
一
般
的
な
職
員
と
入
所

者
の
割
合
が
一
対
三
の
併
設
型
で
、
要
支

援
が
九
千
百
四
十
円
、
要
介
護
１
が
九
千

四
百
二
十
円
、
要
介
護
２
が
九
千
八
百
七

十
円
、
要
介
護
３
が
一
万
三
百
十
円
、
要

介
護
４
が
一
万
七
百
六
十
円
、
要
介
護
５

が
一
万
千
二
百
円
。
有
料
老
人
ホ
ー
ム
、

ケ
ア
ハ
ウ
ス
な
ど
の
特
定
施
設
入
所
者
介

護
は
一
日
当
た
り
の
報
酬
設
定
で
、
要
支

援
が
二
千
三
百
八
十
円
、
要
介
護
１
が
五

千
四
百
九
十
円
、
要
介
護
２
が
六
千
百
六

十
円
、
要
介
護
３
が
六
千
八
百
三
十
円
、

要
介
護
４
が
七
千
五
百
円
、
要
介
護
５
が

八
千
百
八
十
円
で
、
仮
単
価
と
ほ
ぼ
同
じ

水
準
と
な
っ
た
。

た
だ
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
、
仮
単
価

が
低
過
ぎ
る
と
の
意
見
が
強
か
っ
た
た

め
、各
要
介
護
度
と
も
上
積
み
を
行
っ
た
。

今
回
の
報
酬
は
一
日
当
た
り
要
介
護
１
が

八
千
九
十
円
、
要
介
護
２
が
八
千
二
百
五

十
円
、
要
介
護
３
が
八
千
四
百
十
円
、
要

介
護
４
が
八
千
五
百
七
十
円
、
要
介
護
５

が
八
千
七
百
四
十
円
で
、
仮
単
価
よ
り
も

三
百
五
十
円
か
ら
六
百
円
引
き
上
げ
ら
れ

て
い
る
。

施
設
サ
ー
ビ
ス
の
報
酬
は
、
い
ず
れ
も

一
日
当
た
り
で
設
定
し
た
。
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
は
、
ま
ず
入
所
定
員
が
三
十
人

超
の
施
設
と
三
十
人
以
下
の
小
規
模
施
設

に
分
類
。
さ
ら
に
介
護
保
険
の
ス
タ
ー
ト

以
前
か
ら
入
所
し
て
い
る
人
へ
の
暫
定
的

な
報
酬
を
入
所
定
員
三
十
人
超
、
三
十
人

以
下
の
施
設
そ
れ
ぞ
れ
に
設
け
、
こ
れ
ら

に
つ
い
て
職
員
配
置
で
三
パ
タ
ー
ン
に
分

け
た
こ
と
か
ら
、
合
計
十
二
種
類
の
報
酬

体
系
と
な
っ
た
。

こ
の
う
ち
、入
所
定
員
三
十
人
以
上
で
、

介
護
・
看
護
職
員
と
入
所
者
の
比
率
が
一

対
三
の
場
合
、
要
介
護
１
が
七
千
九
百
六

十
円
、
要
介
護
２
が
八
千
四
百
十
円
、
要

介
護
３
が
八
千
八
百
五
十
円
、
要
介
護
４

が
九
千
三
百
円
、
要
介
護
５
が
九
千
七
百

四
十
円
で
仮
単
価
に
比
べ
百
六
十
‐
二
四

〇
円
低
く
な
っ
て
い
る
。

老
人
保
健
施
設
は
、
介
護
・
看
護
職
員

と
入
所
者
の
比
率
が
一
対
三
、
一
対
三
・

六
、
二
種
類
で
報
酬
を
設
定
。
一
対
三
の

場
合
、
要
介
護
１
が
八
千
八
百
円
、
要
介

護
２
が
九
千
三
百
円
、
要
介
護
３
が
九
千

八
百
円
、
要
介
護
４
が
一
万
三
百
円
、
要

介
護
５
が
一
万
八
百
円
で
、
仮
単
価
と
ほ

ぼ
同
水
準
。

療
養
型
病
床
群
は
、
病
院
型
、
診
療
所

△

青
木
官
房
長
官（
左
）と
山
本
会
長

△

古
川
官
房
副
長
官（
右
）と
山
本
会
長

全
国
町
村
会
の
山
本
会
長
（
福
岡
県
添

田
町
長
）
は
、
二
月
四
日
、
首
相
官
邸
に

青
木
幹
雄
内
閣
官
房
長
官
、
古
川
貞
二
郎

官
房
副
長
官
を
訪
ね
、
地
方
分
権
推
進
法

の
延
長
に
つ
い
て
の
要
望
を
行
っ
た
。

こ
の
地
方
分
権
推
進
法
は
今
年
七
月
で

期
限
切
れ
と
な
る
が
、
真
の
地
方
分
権
実

現
に
は
税
財
源
の
移
譲
や
更
な
る
市
町
村

へ
の
事
務
・
権
限
の
移
譲
な
ど
、
ま
だ
ま

だ
多
く
の
問
題
が
残
っ
て
い
る
た
め
、
去

る
一
月
二
十
七
日
の
理
事
会
に
お
い
て

「
地
方
分
権
推
進
法
の
延
長
に
関
す
る
要

望
」
を
決
定
し
、
正
副
会
長
が
自
由
民
主

党
及
び
自
治
省
幹
部
に
要
望
運
動
を
行
っ

て
い
た
（
本
誌
前
号
に
詳
報
掲
載
）
も
の

で
、
今
回
更
に
山
本
会
長
が
要
請
運
動
を

行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

山
本
会
長

分
権
推
進
法
の
延
長
で
要
望
運
動

（第三種郵便物認可） 第２３０３号町 村 週 報

政 策

平成１２年２月１４日３
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型
、
痴
ほ
う
疾
患
型
、
介
護
力
強
化
病
院

型
の
四
種
類
に
、
職
員
配
置
に
よ
る
パ

タ
ー
ン
を
加
え
、
全
部
で
十
四
種
類
の
報

酬
を
設
定
し
た
。

こ
の
う
ち
、
病
院
型
で
看
護
職
員
と
入

所
者
の
比
率
が
一
対
六
、
介
護
職
員
と
入

所
者
が
一
対
四
の
ケ
ー
ス
で
要
介
護
１
が

一
万
千
二
百
六
十
円
、
要
介
護
２
が
一
万

千
七
百
円
、
要
介
護
３
が
一
万
二
千
百
三

十
円
、
要
介
護
４
が
一
万
二
千
五
百
六
十

円
、要
介
護
５
が
一
万
二
千
九
百
九
十
円
。

仮
単
価
と
比
べ
、要
介
護
１
は
百
六
十
円
、

要
介
護
２
が
百
十
円
、
要
介
護
３
が
七
十

円
、
要
介
護
４
は
四
十
円
低
く
な
り
、
要

介
護
５
は
変
わ
ら
な
い
。

一
方
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
支
給
限
度
額

は
保
険
給
付
の
対
象
に
な
る
サ
ー
ビ
ス
量

を
要
介
護
度
別
に
定
め
た
も
の
で
、
サ
ー

ビ
ス
の
種
類
ご
と
に
提
供
す
る
事
業
者
が

異
な
っ
て
も
、
受
け
た
サ
ー
ビ
ス
を
合
算

し
て
適
用
さ
れ
る
。

ま
ず
、
一
カ
月
単
位
の
支
給
限
度
額
の

対
象
と
な
る
の
は
、
訪
問
介
護
、
訪
問
看

護
、
訪
問
入
浴
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
、
通
所

介
護
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
、
福
祉
用
具
貸
与

の
七
種
類
の
サ
ー
ビ
ス
。
限
度
額
は
、
要

支
援
が
六
万
千
五
百
円
、
要
介
護
１
が
十

六
万
五
千
八
百
円
、
要
介
護
２
が
十
九
万

四
千
八
百
円
、
要
介
護
３
が
二
十
六
万
七

千
五
百
円
、要
介
護
４
が
三
十
万
六
千
円
、

要
介
護
５
が
三
十
五
万
八
千
三
百
円
と

な
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
介
護
報
酬
を
一
単

位
当
た
り
十
円
と
算
定
し
た
標
準
値
。
支

給
限
度
額
の
管
理
は
介
護
報
酬
の
単
位
を

基
準
に
行
わ
れ
る
た
め
、
介
護
報
酬
に
加

算
が
講
じ
ら
れ
る
地
域
で
も
、
受
け
ら
れ

る
サ
ー
ビ
ス
量
の
上
限
は
変
わ
ら
な
い
。

支
給
限
度
額
は
、
厚
生
省
が
示
し
て
い

る
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
標
準
的
な
利
用
モ
デ

ル
十
七
種
類
の
う
ち
、
各
要
介
護
度
で
最

も
費
用
の
か
か
る
モ
デ
ル
を
適
用
し
た

ケ
ー
ス
を
基
準
に
算
定
し
た
。
利
用
者
が

希
望
す
れ
ば
、
支
給
限
度
額
を
超
え
る

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
る
が
、

そ
の
場
合
、
超
過
分
に
は
保
険
が
適
用
さ

れ
な
い
。

短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
は
、
六
カ
月
ご
と

に
支
給
限
度
が
設
定
さ
れ
、
要
支
援
が
一

週
間
、
要
介
護
１
‐
２
が
二
週
間
、
要
介

護
３
‐
４
が
三
週
間
、
要
介
護
５
は
六
週

間
と
な
る
。

仮
単
価
を
ま
と
め
た
時
点
で
、
支
給
限

度
額
に
近
い
も
の
と
し
て
示
さ
れ
た
「
平

均
利
用
額
」は
、
要
支
援
が
六
万
四
千
円
、

要
介
護
１
が
十
七
万
円
、
要
介
護
２
が
二

十
万
千
円
、
要
介
護
３
が
二
十
七
万
四
千

円
、
要
介
護
４
が
三
十
一
万
三
千
円
、
要

介
護
５
が
三
十
六
万
八
千
円
と
な
っ
て
い

た
。
い
ず
れ
も
今
回
示
さ
れ
た
支
給
限
度

額
よ
り
高
い
が
、
支
給
限
度
額
は
地
域
加

算
を
考
え
に
入
れ
て
い
な
い
の
に
対
し
、

平
均
利
用
額
は
地
域
加
算
を
勘
案
し
た
全

国
平
均
値
で
あ
る
た
め
若
干
高
め
に
な
っ

て
お
り
、
金
額
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
変

わ
っ
て
い
な
い
。

そ
の
上
、仮
単
価
時
点
の
平
均
利
用
額

は
、七
種
類
の
訪
問
・
通
所
系
サ
ー
ビ
ス
に

加
え
、短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
も
計
算
に
入

れ
た
も
の
だ
っ
た
。今
回
の
支
給
限
度
額

は
、短
期
入
所
を
別
枠
と
し
て
い
る
た
め
、

訪
問
・
通
所
系
サ
ー
ビ
ス
は
、そ
の
分
だ
け

利
用
枠
が
拡
大
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

短
期
入
所
は
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
な

ど
は
利
用
し
な
い
こ
と
も
多
く
、
支
給
限

度
額
に
短
期
入
所
を
含
め
る
と
、
被
保
険

者
の
生
活
形
態
に
よ
っ
て
有
利
不
利
が
生

じ
る
。
特
に
、
短
期
入
所
は
訪
問
・
通
所

サ
ー
ビ
ス
に
比
べ
費
用
が
割
高
な
た
め
、

要
介
護
度
が
低
い
人
が
短
期
入
所
を
利
用

し
た
月
は
、
訪
問
・
通
所
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
で
き
る
枠
が
極
端
に
少
な
く
な
っ
て
し

ま
う
。
そ
こ
で
、
短
期
入
所
を
別
枠
と
し

て
、
支
給
限
度
額
は
訪
問
・
通
所
サ
ー
ビ

ス
だ
け
を
対
象
と
す
る
こ
と
に
し
た
。

た
だ
、
そ
う
な
る
と
短
期
入
所
を
一
週

間
利
用
し
た
月
で
は
、
残
り
三
週
間
で
訪

問
・
通
所
サ
ー
ビ
ス
を
支
給
限
度
額
い
っ

ぱ
い
ま
で
使
う
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
、

最
重
度
の
要
介
護
５
で
は
、
六
カ
月
間
で

六
週
間
、
つ
ま
り
毎
月
一
週
間
の
短
期
入

所
を
利
用
で
き
る
。
残
り
三
週
間
で
支
給

限
度
額
の
三
十
五
万
八
千
三
百
円
ま
で
訪

問
・
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
れ
ば
、
短
期
入

所
一
週
間
分
（
八
万
二
千
百
円
）
も
入
れ

て
一
カ
月
間
に
四
十
四
万
四
百
円
の
サ
ー

ビ
ス
受
給
が
可
能
に
な
る
。

多
く
の
高
齢
者
が
、
こ
う
し
た
利
用
を

す
れ
ば
、
保
険
料
の
上
昇
を
招
き
か
ね
な

い
。
こ
の
た
め
、
厚
生
省
は
「
短
期
入
所

を
使
っ
た
月
に
、
訪
問
・
通
所
系
サ
ー
ビ

ス
を
限
度
額
い
っ
ぱ
い
詰
め
込
む
よ
う
な

偏
っ
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
ら
な
い
よ
う
、

（
市
町
村
を
通
じ
て
）
居
宅
介
護
支
援
事

業
者
を
指
導
す
る
」
と
し
て
い
る
。

（
時
事
通
信
社

武
部

隆
）

新
任
・
都
道
府
県
町
村
会
長
の
略
歴

鹿
児
島
県
町
村
会
は
十
二
月
一
日
の
臨

時
総
会
で
次
の
と
お
り
会
長
を
選
出
し
た
。

鹿
児
島
県
町
村
会
長

薩
摩
郡
鹿
島
村
長
お

さ
き

つ
ぐ

の
り

尾
崎
嗣
�

昭
和
三
年
三
月
十
日
生

【
住
所
】
薩
摩
郡
鹿
島
村
蘭
牟
田
一
六
〇

八
番
地

【
町
村
長
に
当
選
す
る
ま
で
の
経
歴
】
▽

昭
和
三
十
七
年
鹿
島
村
漁
業
協
同
組
合
参

事
▽
四
十
年
鹿
島
村
議
会
議
員
▽
五
十
年

鹿
島
村
長

【
町
長
と
し
て
の
当
選
回
数
】
七
回

【
町
村
会
関
係
の
経
歴
】
▽
平
成
十
一
年

薩
摩
郡
町
村
会
長

【
主
な
業
績
】
▽
新
庁
舎
建
設
▽
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
、
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン

タ
ー
建
設
▽
自
衛
隊
に
よ
る
屋
内
ド
ー
ム

建
設
地
の
造
成
▽
地
域
し
尿
処
理
施
設
整

備
▽
漁
村
留
学
制
度
に
よ
る
う
み
ね
こ
留

学
生
の
受
け
入
れ
▽
浅
海
漁
場
開
発
事

業
、
小
牟
田
地
区
農
地
開
発
事
業
の
整
備

▽
蘭
牟
田
漁
港
小
牟
田
工
区
の
着
工
▽
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ー
ル
の
建
設
▽
健
康
交
流

広
場
の
整
備
▽
緊
急
用
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
整

備
▽
簡
易
水
道
大
崩
ダ
ム
建
設
▽
林
道
大

崩
線
、
西
崎
線
、
円
崎
線
開
発
▽
学
校
調

理
場
、
幼
稚
園
園
舎
建
設

【
趣
味
】
麻
雀
、
読
書

【
家
族
】
娘

政 策
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平成10年度潤いと活力のあるまちづくり自治大臣表彰

まちづくり一般

宮宮崎崎県県

都都 農農 町町

現現地地レレポポーートト

都
農
町
は
宮
崎
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
に

位
置
し
、
東
に
日
向
灘
を
臨
み
、
西
は

尾
鈴
の
山
並
み
が
連
な
る
、
風
光
明
媚

な
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
尾
鈴
連

山
に
は
、
日
本
の
滝
百
選
に
選
ば
れ
た

『
矢
研
の
滝
』
を
は
じ
め
大
小
三
十
余

の
滝
が
あ
り
、
名
勝
尾
鈴
山
瀑
布
群
と

し
て
国
の
指
定
を
受
け
て
お
り
、
四
季

折
々
に
そ
の
自
然
美
を
堪
能
さ
せ
て
く

れ
ま
す
。

本
町
の
面
積
は
一
〇
二
・
六
六
平
方

メ
ー
ト
ル
で
、
人
口
は
一
二
、
八
〇
〇

余
名
で
あ
り
、
農
業
を
基
幹
産
業
と
す

る
農
村
地
帯
で
あ
り
ま
す
。ま
た
、尾
鈴

連
山
を
源
流
と
し
て
名
貫
川
、都
農
川
、

心
見
川
が
山
地
や
台
地
の
合
間
を
東
流

し
て
お
り
、昔
か
ら
本
町
の
農
業
は
こ

の
川
の
流
域
で
営
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

先
人
た
ち
の
夢
を
受
け
継
い
で

本
町
の
農
業
の
形
態
は
温
暖
な
気
象

条
件
を
生
か
し
た
早
期
水
稲
を
は
じ

め
、
施
設
園
芸
（
ト
マ
ト
、
メ
ロ
ン
、

花
き
等
）や
果
樹（
ぶ
ど
う
、
み
か
ん
、

な
し
等
）、
畜
産
（
ブ
ロ
イ
ラ
ー
、
肉

用
牛
、
養
豚
等
）
な
ど
の
作
物
を
導
入

し
、
わ
が
国
の
食
糧
供
給
基
地
と
し
て

の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
本
町
に
お
い
て
も
、

農
業
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
の
不
足
、

農
業
経
営
基
盤
の
弱
体
化
な
ど
、
農
業

を
取
り
巻
く
環
境
も
段
々
厳
し
く
な
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
町
で
は
、
生
産
基
盤
の

整
備
、
新
し
い
施
設
・
機
械
等
の
導
入

な
ど
の
農
業
振
興
の
施
策
を
推
進
す
る

一
方
で
、
生
産
者
自
身
に
お
い
て
も
、

経
営
規
模
の
拡
大
を
図
り
、
栽
培
技
術

の
向
上
や
生
産
性
向
上
等
に
努
力
す
る

な
ど
、
新
し
い
農
業
の
方
向
性
を
模
索

し
て
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
で
、
提
案
さ
れ
た
の
が
、

本
町
で
生
産
さ
れ
る
農
産
物
を
一
次
、

二
次
加
工
し
て
付
加
価
値
を
付
け
た
特

産
品
を
開
発
・
販
売
し
よ
う
と
い
う
高

付
加
価
値
農
業
へ
の
挑
戦
で
あ
り
、
そ

こ
で
、
着
目
し
た
の
が
県
内
一
の
産
地

で
あ
る
ぶ
ど
う
で
あ
り
ま
す
。

本
町
の
ぶ
ど
う
栽
培
は
、
昭
和
二
十

年
代
に
始
ま
り
ま
し
た
。
当
時
、
降
水

量
が
多
い
た
め
不
適
と
言
わ
れ
た
な
か

で
、
先
人
た
ち
は
、
農
業
に
夢
を
抱
い

て
苗
木
を
植
え
、
栽
培
技
術
の
確
立
の

た
め
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、

子
か
ら
孫
へ
と
引
き
継
ぎ
、
現
在
の
地

位
を
確
立
し
て
き
た
の
で
あ
り
ま
す
。

都農町
�

宮崎県

�
宮崎市

熊本県
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地
元
産
ぶ
ど
う
一
〇
〇
％
使
用
し
た
芳
酵
な
都
農
ワ
イ
ン

ぶ
ど
う
の
収
穫

栽
培
面
積
で
約
一
五
〇
�
、
生
産
量
で

約
一
、
三
〇
〇
ト
ン
を
確
保
す
る
に

至
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
県
内
一
を
誇
る
ぶ
ど
う
の

産
地
で
あ
っ
て
も
や
が
て
他
産
地
の
生

産
量
の
増
加
や
競
争
激
化
に
と
も
な
い

市
場
価
格
の
低
迷
が
続
き
、
特
に
お
盆

を
過
ぎ
る
頃
か
ら
の
、
価
格
の
下
落
は

ぶ
ど
う
生
産
者
に
と
っ
て
は
深
刻
な
も

の
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況

か
ら
の
脱
却
と
高
付
加
価
値
農
業
の
推

進
が
『
ワ
イ
ン
づ
く
り
』
の
構
想
の
出

発
点
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
挑
戦
は
停
滞
す
る
農
業

へ
の
活
力
と
町
民
参
加
に
よ
る
町
づ
く

り
の
気
運
を
高
め
る
た
め
の
挑
戦
で
も

あ
り
ま
し
た
。

ワ
イ
ン
が
で
き
る
ま
で

『
ワ
イ
ン
づ
く
り
』
と
一
言
で
言
っ

て
も
、
ク
リ
ア
ー
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
は
山
積
し
て
お
り
、
全
く
ゼ
ロ

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
り
ま
し
た
。

昭
和
六
十
三
年
に
ワ
イ
ン
原
料
対
策

調
査
班
を
設
置
し
、
可
能
性
を
探
る
た

め
の
各
種
研
究
や
先
進
地
研
修
等
を
重

ね
な
が
ら
、
平
成
元
年
に
は
町
有
の
ぶ

ど
う
栽
培
試
験
圃（
面
積
：
一
・
二
�
、

栽
培
品
種
：
マ
ス
カ
ッ
ト
ベ
リ
ー
Ａ
、

セ
ー
ベ
ル
、
セ
ミ
ヨ
ン
等
）を
確
保
し
、

ワ
イ
ン
の
専
用
種
の
栽
培
適
地
試
験
を

行
な
っ
て
き
ま
し
た
。
平
成
三
年
か
ら

は
宮
崎
県
食
品
加
工
研
究
セ
ン
タ
ー
と

ワ
イ
ン
開
発
の
共
同
研
究
等
を
平
成
五

年
ま
で
実
施
し
、
各
種
の
研
究
デ
ー

タ
ー
を
蓄
積
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
一
方
で
は
平
成
六
年
二
月
に

は
第
三
セ
ク
タ
ー
有
限
会
社
都
農
ワ
イ

ン
お
よ
び
有
限
会
社
牧
内
農
業
生
産
組

合
を
設
立
し
、
ワ
イ
ン
開
発
の
た
め
の

地
固
め
を
着
々
と
進
め
な
が
ら
、
平
成

七
年
八
月
か
ら
は
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
建
設

に
着
手
し
、
翌
年
五
月
に
ワ
イ
ナ
リ
ー

並
び
に
醸
造
設
備
を
完
了
さ
せ
、
同
年

八
月
に
果
実
酒
製
造
免
許
を
付
与
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ワ
イ
ン
づ
く
り
と
情
報
発
信

都
農
町
に
お
け
る
記
念
す
べ
き
ワ
イ

ン
の
醸
造
及
び
販
売
の
開
始
は
、
平
成

八
年
十
一
月
で
あ
り
ま
す
。
関
係
者
に

と
っ
て
期
待
と
不
安
の
船
出
で
あ
り
ま

し
た
。
本
町
産
の
ぶ
ど
う
を
原
料
と
し

て
醸
造
し
た
ワ
イ
ン
は
、
約
三
〇
、
〇

〇
〇
本
で
あ
り
ま
し
た
が
、
発
売
後
四

十
四
日
で
完
売
す
る
と
い
う
大
盛
況
で

あ
り
ま
し
た
。
平
成
九
年
産
ワ
イ
ン
に

つ
い
て
は
約
九
〇
、
〇
〇
〇
本
、
平
成

十
年
産
ワ
イ
ン
に
つ
い
て
も
約
一
〇

五
、
〇
〇
〇
本
を
発
売
後
二
カ
月
で
完

売
す
る
と
い
う
盛
況
ぶ
り
で
、
大
変
な

好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

お
一
人
様
二
本
ま
で
と
い
う
限
定
販

売
と
い
う
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
連
日

ワ
イ
ン
を
求
め
て
早
朝
よ
り
、
長
蛇
の

列
が
で
き
る
様
子
に
、
関
係
者
一
同
う

れ
し
い
悲
鳴
を
あ
げ
な
が
ら
、
応
対
し

て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
大
き
な
反
響
は
、
長
年

培
っ
た
ぶ
ど
う
栽
培
の
伝
統
技
術
と
、

ワ
イ
ン
開
発
と
い
う
新
し
い
発
想
、
そ

し
て
醸
造
技
術
の
連
携
が
実
を
結
ん
だ

結
果
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
地
元
で
開
発
さ
れ
た
ワ
イ
ン

は
町
民
に
と
っ
て
も
、
自
慢
で
き
る
新

し
い
特
産
品
と
し
て
認
め
ら
れ
、
定
着

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
、
町

民
の
町
づ
く
り
へ
の
参
加
の
気
運
を
大

い
に
高
め
て
お
り
、
各
方
面
に
波
及
効

果
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
本
当
に
喜
ば

し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
、

地
元
産
ぶ
ど
う
一
〇
〇
％
を
原
料
と
す

る
ワ
イ
ン
に
こ
だ
わ
り
な
が
ら
、「
造

る
人
の
顔
が
見
え
る
」「
ふ
る
さ
と
の

香
り
が
す
る
」
ワ
イ
ン
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
く
一
方
で
、
環
境
に
優
し
い
ワ

ワ
イ
ン
を
求
め
て
並
ぶ
人
た
ち

フォーラム

６平成１２年２月１４日町 村 週 報第２３０３号 （第三種郵便物認可）



都
農
ワ
イ
ナ
リ
ー
全
景

イ
ン
づ
く
り
を
念
頭
に
全
国
に
向
け
て

情
報
発
信
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。ま

た
、
雄
大
な
太
平
洋
や
尾
鈴
の
山

並
み
を
一
望
で
き
る
、
牧
内
台
地
に
設

置
さ
れ
た
都
農
ワ
イ
ナ
リ
ー
は
、
平
成

九
年
四
月
に
ワ
イ
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ソ

ネ
ッ
ト
の
整
備
を
も
っ
て
、
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
の
運
び
と
な
り
、
新
し
い
観

光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
脚
光
を
浴
び
る
よ

う
に
な
り
、
町
民
を
も
ち
ろ
ん
の
こ
と

県
内
外
よ
り
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
っ

て
お
り
ま
す
。

二
十
一
世
紀
へ
の
新
た
な
る

挑
戦

二
十
一
世
紀
を
目
前
に
し
て
、
今
、

地
球
規
模
で
環
境
問
題
が
大
き
く
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
中
で
、
本
町
は

「
飽
食
と
環
境
破
壊
」
か
ら
の
脱
却
を

行
い
、「
自
然
と
の
共
生
」
を
基
本
と

す
る
環
境
に
優
し
い
町
づ
く
り
を
目
指

し
て

�
生
ゴ
ミ
を
燃
や
さ
ず
、
資
源
化
（
微

生
物
利
用
）
を
図
り
、
農
地
に
還
元
す

る
循
環
型
農
業
の
推
進

�
食
の
安
全
性
と
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
有
機
農
業
の
推
進

�
都
市
と
農
村
の
交
流
を
図
る
、
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

以
上
の
よ
う
な
事
業
を
今
後
と
も
行

政
と
町
民
が
一
体
と
な
っ
て
推
進
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の

こ
と
は
、
ま
さ
に
二
十
一
世
紀
に
向
け

て
本
町
が
目
指
す
都
農
町
の
将
来
像
で

あ
り
、「
心
が
通
い
合
う
生
き
生
き
と

し
た
ふ
る
さ
と
づ
く
り
〜
二
十
一
世
紀

に
は
ば
た
く
美
し
き
田
園
交
響
都
市
…

…
つ
の
」
で
あ
り
ま
す
。

（
都
農
町
長

河
野
通
継
）
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表	 建物共済受託実績

�注 収入分担金にはガラス共済分を含む。

表
 建物共済罹災状況

表� 建物共済用途別罹災状況

�注 損害率は総分担金収入に対する用途別の損害率であり、（ ）は各用途別区分の分担金収
入に対する用途別の損害率である。

表� 建物共済災害見舞金給付状況

表
 消防設備資金貸付状況

財
団
法
人
全
国
自
治
協
会
は
、
地
方
自
治
法
第
二
六
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
町
村
有
物
件
（
建

物
・
自
動
車
）
の
災
害
共
済
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
昨
年
九
月
十
六
日
開
催
の
評
議
員
会
に
お
い
て
、
平
成
十
年

度
事
業
概
要
及
び
決
算
に
つ
い
て
認
定
を
え
た
の
で
、
次
の
と
お
り
そ
の
概
要
を
報
告
す
る
。
町
村
週
報
へ
の
掲

載
は
、
町
村
有
物
件
災
害
共
済
規
約
の
、『
地
方
自
治
法
同
条
第
二
項
に
定
め
る
通
知
お
よ
び
公
示
は
全
国
町
村

会
が
発
行
す
る
「
町
村
週
報
」
に
掲
載
し
て
、
こ
れ
を
行
う
』
と
の
定
め
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

財
団
法
人
全
国
自
治
協
会

平

成

十
年
度

町
村
有
物
件
災
害
共
済
事
業
の
概
要
報
告

建
物
災
害
共
済
事
業

町
村
有
建
物
災
害
共
済
事
業
は
、
町
村
の

所
有
す
る
建
物
等
が
火
災
や
自
然
災
害
等
に

よ
っ
て
生
じ
た
損
害
を
相
互
救
済
す
る
た

め
、
昭
和
二
十
三
年
四
月
よ
り
地
方
自
治
法

第
二
六
三
条
の
二
（
相
互
救
済
事
業
経
営
の

委
託
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
財
団
法
人
全
国

自
治
協
会
が
受
託
事
業
と
し
て
実
施
し
、
現

在
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
間
、
共
済
委
託
町

村
な
ら
び
に
各
都
道
府
県
支
部
（
町
村
会
）

の
多
大
の
協
力
を
得
て
事
業
は
逐
年
向
上

し
、
事
業
基
盤
は
安
定
を
み
て
い
る
。

事
業
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
内
容
の
拡

大
と
制
度
の
充
実
に
努
め
、
ま
た
、
再
三
に

わ
た
っ
て
共
済
基
金
分
担
金
基
率
の
引
下
げ

を
行
う
と
と
も
に
給
付
内
容
の
改
善
を
は
か

り
、
共
済
委
託
町
村
の
財
政
負
担
の
軽
減
に

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
年
度
の
収
支
状
況
は
、
収
入
額
一
二
一

億
五
、
一
五
三
万
余
円
（
前
年
度
比
四
・
四

％
増
）、
支
出
額
一
〇
五
億
六
、三
七
〇
万
余

円
（
前
年
度
比
二
四
・
二
％
増
）
で
一
五
億

八
、
七
八
三
万
余
円
の
剰
余
金
と
な
っ
た
。

こ
の
剰
余
金
に
つ
い
て
は
、
規
約
及
び
配
分

金
規
定
に
も
と
づ
き
、
そ
の
二
分
の
一
を
運

営
準
備
積
立
金
に
繰
入
、
二
分
の
一
を
都
道

府
県
町
村
会
に
配
分
金
と
し
て
支
出
し
た
。

本
年
度
の
受
託
及
び
罹
災
状
況
等
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

１
、
受
託
状
況

本
年
度
の
受
託
実
績
は
表
�
の
と
お
り
で

あ
る
。

受
託
件
数
は
三
七
一
、
八
五
一
件
で
、
前

年
度
比
六
、
六
七
六
件
（
一
・
八
％
）
の
増

と
な
っ
た
。
ま
た
共
済
責
任
額
は
前
年
度
比

三
兆
五
、
三
五
七
億
余
円
（
一
二
・
六
％
）

増
の
三
一
兆
六
、〇
一
二
憶
余
円
と
な
っ
た
。

収
入
分
担
金
は
八
八
憶
一
、
八
三
七
万
余
円

で
前
年
度
実
績
八
三
億
二
、
二
四
四
万
余
円

に
比
し
四
億
九
、
五
九
三
万
余
円
（
六
・
〇

％
）
の
増
と
な
っ
た
。

２
、
罹
災
状
況

本
年
度
の
罹
災
状
況
は
表
�
に
示
す
と
お

り
で
あ
る
。
建
物
共
済
（
ガ
ラ
ス
共
済
分
を

含
む
）
に
お
け
る
罹
災
件
数
は
三
、
三
二
四

件
で
、
前
年
度
よ
り
一
、
五
六
三
件
（
八
八

・
九
％
）の
増
、
支
払
共
済
金
に
お
い
て
は
、

前
年
度
よ
り
一
八
憶
九
一
万
余
円
（
八
〇
・

一
％
）
増
の
四
〇
億
五
、
〇
六
三
万
余
円
と

な
っ
た
。

な
お
、
収
入
分
担
金
（
ガ
ラ
ス
共
済
分
を

含
む
）
八
八
億
一
、
八
三
七
万
余
円
に
対
す

る
損
害
率
は
四
五
・
九
％
で
あ
る
。

３
、
用
途
別
罹
災
状
況

用
途
別
の
罹
災
状
況
は
表
�
の
と
お
り
で

あ
る
。
支
払
共
済
金
に
お
い
て
は
、
学
校
関

係
が
依
然
多
く
な
っ
て
い
る
が
、
用
途
別
の

損
害
率
に
お
い
て
は
、
近
年
、
住
宅
、
環
境

衛
生
施
設
が
高
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

用
途
別
の
一
罹
災
当
り
の
平
均
支
払
共
済

金
額
は
一
、
二
一
八
、
六
〇
一
円
と
な
っ
て

い
る
。

４
、
災
害
見
舞
金

災
害
見
舞
金
は
自
然
災
害（
地
震
・
噴
火
・

津
波
に
よ
る
損
害
）に
対
し
て
給
付
す
る
が
、

本
年
度
に
お
い
て
は
表
�
の
と
お
り
で
あ
る
。

５
、
諸
積
立
金

本
年
度
末
に
お
け
る
基
金
積
立
金
（
財
産

増減率

１．８％

１２．６

６．０

比較増減

６，６７６件

３，５３５，７０６，０６７千円

４９５，９３１，９９９円

平成９年度

３６５，１７５件

２８，０６５，５５５，７０６千円

８，３２２，４４２，７５４円

平成１０年度

３７１，８５１件

３１，６０１，２６１，７７３千円

８，８１８，３７４，７５３円

区 分

件 数

共 済 責 任 額

収 入 分 担 額

増減率

８８．９％

８０．１

�

比較増減

１，５６４件

１，８００，９１５，２４９円

１８．９％

平成９年度

１，７６０件

２，２４９，７１５，３１３円

２７．０％

平成１０年度

３，３２４件

４，０５０，６３０，５６２円

４５．９％

区 分

件 数

支 払 共 済 金

損 害 率

損 害 率

６．７％（２２．１％）
２．２（３２．７ ）
０．３（ ８．５ ）
５．０（７９．５ ）
６．５（３９．２ ）
２．７（２８．７ ）
６．５（４８．４ ）
７．１（１０９．３ ）
０．２（１７．３ ）
８．７（１２７．８ ）

４５．９ ��

支 払 共 済 金

５９４，８９３，２９８円（１４．７％）
１９０，７４８，５４５（ ４．７ ）
２５，４９１，８５５（ ０．６ ）
４３７，８３０，５５６（１０．８ ）
５７３，５４７，９３９（１４．２ ）
２３７，６１３，５７１（ ５．９ ）
５７４，５３０，２２２（１４．２ ）
６３０，８６３，６１２（１５．６ ）
１７，１８３，０１１（ ０．４ ）
７６７，９２７，９５３（１８．９ ）

４，０５０，６３０，５６２（１００．０ ）

件 数

６７６件（２０．３％）
３２５（ ９．８ ）
６２（ １．９ ）
２９９（ ９．０ ）
４４９（１３．５ ）
３２８（ ９．９ ）
４３１（１２．９ ）
３０８（ ９．３ ）
１２６（ ３．８ ）
３２０（ ９．６ ）

３，３２４（１００．０ ）

用 途 別

学 校 関 係
役 場 庁 舎
医 療 施 設
住 宅
社会文化施設
福 祉 関 係
体 育 関 係
環境衛生施設
ガ ラ ス 共 済
そ の 他

合 計

建

物

共

済

比較増減

３２件

２０，５４８，５０８円

平成９年度

１７件

１３，２６８，０６８円

平成１０年度

４９件

３３，８１６，５７６円

区 分

件 数

災害見舞金給付額

本年度末貸付残金

７０４，７５２，０００円

１，４１７，１３２，０００

２，２０４，７２４，０００

２，９９７，０８０，０００

３，８２４，９８０，０００

４，６９８，２００，０００

４，６４０，７００，０００

２０，４８７，５６８，０００

償 還 済 額

３，５８１，７４８，０００円

２，８９４，１６８，０００

２，２６１，４７６，０００

１，５０４，６２０，０００

７６８，０２０，０００

６００，０００

０

１１，０１０，６３２，０００

貸 付 額

４，２８６，５００千円

４，３１１，３００

４，４６６，２００

４，５０１，７００

４，５９３，０００

４，６９８，８００

４，６４０，７００

３１，４９８，２００

貸付件数

３４５件

３４３

３６４

３０４

２８３

２８３

２５７

２，１７９

貸付年度

平 成 ４ 年

平 成 ５ 年

平 成 ６ 年

平 成 ７ 年

平 成 ８ 年

平 成 ９ 年

平 成１０ 年

合 計

活 動

８平成１２年２月１４日町 村 週 報第２３０３号 （第三種郵便物認可）



表� 平成１０年度建物災害共済事業損益計算書（概要）

表� 自動車共済受託実績

表� 自動車共済損害状況

表� 平成１０年度自動車損害共済事業損益計算書（概要）

収
入
を
も
っ
て
造
成
）
お
よ
び
運
営
準
備
積

立
金
（
事
業
剰
余
金
の
二
分
の
一
の
積
立
）

の
総
額
は
四
五
二
億
四
、
三
二
〇
余
円
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
内
訳
は
、
基
金
積
立
金

二
七
〇
億
八
、
六
〇
九
万
余
円
、
運
営
準
備

積
立
金
一
八
一
億
五
、
七
一
一
万
余
円
で
あ

る
。

６
、
消
防
設
備
資
金
融
資

共
済
事
業
委
託
町
村
等
に
対
す
る
還
元
融

資
と
し
て
の
消
防
設
備
資
金
の
貸
付
状
況
は

表
�
の
と
お
り
で
あ
る
。

自
動
車
損
害
共
済
事
業

町
村
有
自
動
車
損
害
共
済
事
業
は
、
町
村

が
管
理
、
使
用
す
る
自
動
車
に
つ
い
て
生
じ

た
損
害
及
び
自
動
車
に
よ
っ
て
生
じ
た
共
済

委
託
町
村
が
被
る
法
律
上
の
損
害
賠
償
額
を

相
互
に
救
済
す
る
た
め
、
町
村
有
建
物
共
済

事
業
と
同
様
、
地
方
自
治
法
第
二
六
三
条
の

二
（
相
互
救
済
事
業
経
営
の
委
託
）
の
規
定

に
よ
る
共
済
事
業
と
し
て
、
昭
和
三
十
三
年

十
月
発
足
し
た
。
こ
の
間
、
共
済
委
託
町
村

な
ら
び
に
各
都
道
府
県
支
部
（
町
村
会
）
の

多
大
の
協
力
を
得
て
事
業
は
逐
年
向
上
し
、

事
業
基
盤
は
安
定
を
み
て
い
る
。

事
業
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
事
業
内
容

の
拡
大
と
制
度
の
充
実
に
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
と
り
わ
け
、
各
種
自
動
車
の
事

故
も
年
々
多
様
化
し
て
お
り
、
自
動
車
の
事

故
に
よ
っ
て
生
じ
る
事
故
処
理
に
つ
い
て

は
、
早
期
か
つ
適
切
な
示
談
交
渉
の
推
進
を

は
か
る
た
め
「
弁
護
士
委
任
制
度
」
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
各
支
部
に
査
定
専
門
員
を

配
置
し
査
定
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

本
年
度
の
収
支
状
況
は
、
収
入
合
計
額
五

一
億
六
、
九
八
一
万
余
円
（
前
年
度
比
四
・

三
％
増
）、
支
出
額
五
〇
億
三
、
一
二
五
万

余
円
（
前
年
度
比
七
・
八
％
増
）
で
差
引
き

一
億
三
、
八
五
六
万
余
円
の
剰
余
金
と
な
っ

た
。
こ
の
剰
余
金
に
つ
い
て
は
、
規
約
及
び

配
分
金
規
定
に
も
と
づ
き
そ
の
二
分
の
一
を

運
営
準
備
積
立
金
に
繰
入
、
二
分
の
一
を
都

道
府
県
町
村
会
に
配
分
金
と
し
て
支
出
し

た
。本

年
度
の
受
託
及
び
損
害
状
況
等
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

１
、
受
託
状
況

本
年
度
の
受
託
実
績
は
、
表
�
の
と
お
り

で
あ
っ
て
、共
済
基
金
分
担
金
収
入
総
額
は
、

三
六
億
五
、
四
二
八
万
余
円
で
前
年
度
実
績

三
五
億
七
、
二
四
八
万
余
円
に
比
し
、
八
、

一
八
〇
万
余
円
（
二
・
三
％
）
の
増
と
な
っ

た
。共

済
種
別
毎
の
受
託
状
況
で
は
、
車
両
共

済
に
お
い
て
は
、
一
四
九
、
三
〇
六
台
で
前

年
度
比
二
、
三
三
三
台（
一
・
六
％
）の
増
、

収
入
分
担
金
一
七
億
五
、九
二
二
万
余
円
で
、

前
年
度
比
二
、
八
五
〇
万
余
円（
一
・
六
％
）

増
と
な
っ
た
。
ま
た
、
賠
償
共
済
に
お
い
て

は
対
物
賠
償
共
済
一
五
三
、
一
八
五
台
で
前

年
度
比
二
、
〇
六
五
台
（
一
・
四
％
）、
対

人
賠
償
共
済
一
五
二
、
五
七
四
台
で
、
前
年

度
比
二
、
一
〇
九
台
（
一
・
四
％
）
そ
れ
ぞ

れ
増
加
し
、
収
入
分
担
金
は
対
物
賠
償
共
済

一
一
億
三
、七
六
五
万
余
円
で
前
年
度
比
三
、

六
一
五
万
余
円
（
三
・
三
％
）、
対
人
賠
償

共
済
七
億
五
、
七
四
一
万
余
円
で
、
前
年
度

比
一
、
七
一
五
万
余
円
（
二
・
三
％
）
そ
れ

ぞ
れ
増
加
し
た
。

２
、
損
害
の
状
況

本
年
度
の
損
害
状
況
は
表
�
の
と
お
り
で

あ
る
。

損
害
件
数
は
車
両
共
済
で
七
、九
一
三
件
、

前
年
度
比
四
三
九
件
、
対
物
賠
償
共
済
三
、

〇
三
二
件
で
、
前
年
度
比
一
一
九
件
、
対
人

賠
償
共
済
一
〇
六
件
で
、
前
年
度
比
二
八
件

そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
た
。

ま
た
、
損
害
率
に
お
い
て
は
、
前
年
度
に

比
べ
、
車
両
共
済
三
・
〇
％
、
対
物
賠
償
共

済
二
四
・
八
％
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
た
が
、
対

物
賠
償
共
済
は
〇
・
二
％
減
少
し
た
。

３
、
支
払
備
金

既
発
生
事
故
で
あ
っ
て
共
済
金
が
未
請
求

と
な
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、
損
害
共
済

金
を
概
算
見
積
り
（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

の
う
え
本
年
度
支
払
備
金
と
し
て
三
六
四

件
、
三
億
四
、
七
五
一
万
余
円
を
計
上
し
た
。

４
、
諸
積
立
金

本
年
度
末
に
お
け
る
基
金
積
立
金
（
財
産

収
入
を
も
っ
て
造
成
）
お
よ
び
運
営
準
備
積

立
金
（
事
業
剰
余
金
の
二
分
の
一
の
積
立
）

の
総
額
は
一
三
四
億
六
、
二
五
六
万
余
円
と

な
り
、
そ
の
内
訳
は
、
基
金
積
立
金
二
七
億

二
、
九
四
四
万
余
円
、
運
営
準
備
積
立
金
一

〇
七
億
三
、
三
一
二
万
余
円
で
あ
る
。

利 益 の 部

金 額
円

８，８１８，３７４，７５３
７１８，７１５，５８２
３４４，７４２，８５７
５００，２９０

２，２６９，２００，０２２

１２，１５１，５３３，５０４

科 目

共済基金分担金収入
財 産 収 入
他 会 計 繰 入 金
雑 収 入
前年度責任準備金戻入

合 計

１．
２．
３．
４．
５．

損 失 の 部

金 額
円

１０，６５９，６１７
６９３，４４１，６６６
６，６９２，２６５，７４７
４９，１９６，７１０
７１９，２１５，８７２
２，３９８，９２３，９０５
１，５８７，８２９，９８７

１２，１５１，５３３，５０４

科 目

会 議 費
事 務 所 費
事 業 費
事業創設５０周年記念事業費
財 産 費
次年度責任準備金繰入
諸 支 出 金

合 計

１．
２．
３．
４．
５．
６．
７．

合 計

延 ４５５，０６５台

３，６５４，２８０，０６０円

延 ４４８，５５８台

３，５７２，４８３，０３０円

延 ６，５０７台
（１．５％）

８１，７９７，０３０円
（２．３％）

賠 償 共 済

対 人

１５２，５７４台

７５７，４０７，０９０円

１５０，４６５台

７４０，２５２，７１０円

２，１０９台
（１．４％）

１７，１５４，３８０円
（２．３％）

対 物

１５３，１８５台

１，１３７，６４８，９８０円

１５１，１２０台

１，１０１，５０３，７２０円

２，０６５台
（１．４％）

３６，１４５，２６０円
（３．３％）

車 両 共 済

１４９，３０６台

１，７５９，２２３，９９０円

１４６，９７３台

１，７３０，７２６，６００円

２，３３３台
（１．６％）

２８，４９７，３９０円
（１．６％）

区 分

台 数

収入分担金

台 数

収入分担金

台 数

収入分担金

平
成
１０
年
度
平
成
９
年
度
比
較
増
減（
％
）

合 計

延 １１，０５１件
１，９９８，５８３，３６８円

（５４．７％）
延 １０，４６５件
１，７２２，１６９，８７８円

（４８．２％）
延 ５８６件

２７６，４１３，４９０円

（６．５％）

賠 償 共 済

対 人
１０６件

３８５，０５２，１３０円
（５０．８％）

７８件
１９２，９８２，５７３円
（２６．１％）

２８件

１９２，０６９，５５７円

（２４．８％）

対 物
３，０３２件

４９６，６３１，２５２円
（４３．７％）
２，９１３件

４８２，９３５，９８０円
（４３．８％）

１１９件

１３，６９５，２７２円

（△０．２％）

車 両 共 済

７，９１３件
１，１１６，８９９，９８６円

（６３．５％）
７，４７４件

１，０４６，２５１，３２５円
（６０．５％）

４３９件

７０，６４８，６６１円

（３．０％）

区 分

件 数
支払共済金
損 害 率
件 数
支払共済金
損 害 率
件 数

支払共済金

損 害 率

平
成
１０
年
度
平
成
９
年
度
比
較
増
減（
％
）

利 益 の 部

金 額
円

３，６５４，２８０，０６０
１２８，３７６，８７７
１，８５５，３７１

１，３８５，３０１，３１０

５，１６９，８１３，６１８

科 目

共済基金分担金収入
財 産 収 入
雑 収 入
前年度責任準備金戻入

合 計

１．
２．
３．
４．

損 失 の 部

金 額
円

７，１５８，７８０
２５２，２５２，５８２
３，３１４，６８６，２３６
１３０，２３２，２４８
１，３２６，９１７，７６０
１３８，５６６，０１２

５，１６９，８１３，６１８

科 目

会 議 費
事 務 所 費
事 業 費
財 産 費
次年度責任準備金繰入
諸 支 出 金

合 計

１．
２．
３．
４．
５．
６．
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岐阜県町村会長
む ぎ

武 儀 町 長

熊 澤 昌 之

■

地
球
で
い
ち
ば
ん
素
敵
な

い
な
か
ま
ち

日
本
ま
ん
真
ん
中
、
岐
阜
県
の
中
央

部
に
位
置
し
全
国
の
人
口
重
心
地
に
も

あ
た
る
人
口
四
千
五
百
人
余
、
面
積
六

五
・
二
七
�
の
武
儀
町
が
私
の
町
で
す
。

元
号
が
昭
和
か
ら
平
成
に
改
め
ら
れ

た
時
、
私
の
町
は
、
元
号
と
同
字
の
地

へ
な
り

名
「
平
成
」
が
全
国
で
唯
一
存
在
す
る

こ
と
か
ら
、
一
躍
脚
光
を
浴
び
た
町
で

も
あ
り
ま
す
。
町
で
は
こ
れ
を
起
爆
剤

に
日
本
平
成
村
を
立
村
し
、
平
成
三
年

一
月
八
日
（
一
月
八
日
は
元
号
が
制
定

さ
れ
た
記
念
日
）
の
立
村
式
に
は
、
日

本
平
成
村
村
長
に
就
任
を
お
願
い
し
た

女
優
の
三
田
佳
子
さ
ん
、
小
渕
総
理
大

臣
（
当
時
官
房
長
官
）
を
迎
え
盛
大
に

行
い
ま
し
た
。

へ
な
り

元
号
と
同
字
の
平
成
地
区
に
は
、
ふ

る
さ
と
創
生
資
金
を
活
用
し
、
昭
和
か

ら
平
成
へ
の
か
け
は
し
「
元
号
橋
」
を

完
成
し
ま
し
た
。

激
動
の
昭
和
が
終
わ
り
平
成
の
時
代

に
は
何
が
求
め
ら
れ
る
の
か
を
考
え
、

日
本
平
成
村
の
構
想
は
、「
人
と
自
然

の
共
生
」
を
テ
ー
マ
に
「
地
球
で
い
ち

ば
ん
素
敵
な
い
な
か
ま
ち
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
掲
げ
、
住
民
総
参
加
で

「
エ
コ
ピ
ア
」
運
動
を
推
進
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

〔
エ
コ
ピ
ア
と
は
、
地
球
環
境
を
考
え

る
エ
コ
ロ
ジ
ー
（
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｙ
）

と
情
報
発
信
を
こ
だ
ま
に
託
し
た
エ

コ
ー
（
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
）
に
理
想
郷
ユ
ー
ト

ピ
ア
（
Ｕ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ａ
）
を
合
わ
せ
た

造
語
で
す
。〕

一
、
地
球
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り

一
、
人
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り

一
、
武
儀
に
こ
だ
わ
る
町
づ
く
り

私
は
、
日
本
平
成
村
エ
コ
ピ
ア
運
動

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
地
球
に
や
さ
し
い

町
づ
く
り
を
目
指
し
、
全
町
下
水
道
完

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
地
球
温
暖
化
に

よ
る
河
川
水
の
減
少
は
水
質
悪
化
に
つ

な
が
り
、
清
流
長
良
川
の
上
流
地
域
に

住
む
私
共
が
ま
ず
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
仕
事
と
し
て
、
上
下
水
道
の
整
備

を
公
約
の
ひ
と
つ
に
掲
げ
ま
し
た
。
こ

の
実
現
に
向
け
、
全
町
下
水
道
マ
ッ
プ

を
作
成
し
、い
ち
早
く
事
業
に
着
手
し
、

平
成
十
二
年
度
末
に
は
全
町
全
戸
に
農

業
集
落
排
水
事
業
に
よ
る
下
水
道
本
管

工
事
の
埋
設
、
処
理
場
の
建
設
が
完
了

し
ま
す
。
今
後
は
、
各
家
庭
の
水
洗
化

を
呼
び
か
け
、
平
成
十
五
年
度
に
は
全

戸
加
入
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

次
に
、
人
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り
と

し
て
日
本
平
成
村
花
街
道
セ
ン
タ
ー
、

平
成
ふ
れ
あ
い
ド
ー
ム
、
エ
コ
ピ
ア
セ

ン
タ
ー
、
シ
イ
タ
ケ
生
産
販
売
所
（
原

木
栽
培
）
を
一
箇
所
に
ま
と
め
て
建
設

し
、
併
せ
て
道
の
駅
の
認
定
も
受
け
ま

し
た
。
こ
の
観
光
拠
点
で
は
、
町
特
産

の
シ
イ
タ
ケ
、
椎
茸
す
な
っ
く
（
生
シ

イ
タ
ケ
の
加
工
菓
子
）
等
の
販
売
、
朝

市
の
開
設
、
観
光
情
報
の
提
供
、
雨
天

も
利
用
可
能
な
ド
ー
ム
で
の
ミ
ニ
イ
ベ

ン
ト
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど
を
行
い
、
年
間
の
利
用
者

は
町
の
人
口
の
百
倍
に
近
い
四
十
万
人

が
訪
れ
、
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
や
来

訪
者
と
の
交
流
が
進
み
、
町
の
活
性
化

と
高
齢
者
の
い
き
が
い
に
も
結
び
つ
い

て
い
ま
す
。

三
つ
目
に
武
儀
に
こ
だ
わ
る
町
づ
く

り
と
し
て
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
文

化
ホ
ー
ル
、
図
書
館
、
体
育
館
の
三
点

セ
ッ
ト
）
を
建
設
し
、
町
民
だ
れ
も
が

気
軽
に
利
用
で
き
、
文
化
活
動
、
サ
ー

ク
ル
活
動
、
伝
統
芸
能
の
育
成
に
活
用

し
て
い
ま
す
。
利
用
者
は
幼
児
か
ら
高

齢
者
ま
で
幅
広
く
、
毎
日
五
千
人
以
上

の
人
が
利
用
し
、
交
流
の
場
と
し
て
も

活
用
の
広
が
り
が
み
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
て
、「
地
球
で
い
ち
ば
ん
素

敵
な
い
な
か
ま
ち
」
日
本
平
成
村
エ
コ

ピ
ア
構
想
は
着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。

森
林
組
合
長
、
議
会
議
員
三
期
を
経

て
、
町
長
と
し
て
現
在
三
期
目
が
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
、
昨
年
六
月
か
ら
県

の
町
村
会
長
の
職
に
あ
り
ま
す
が
、
朝

晩
の
山
の
風
景
、
四
季
折
々
の
山
の
姿

は
私
の
忙
し
い
毎
日
の
心
を
い
や
し
て

く
れ
ま
す
。

し
か
し
、
現
在
の
林
業
を
と
り
ま
く

現
状
は
極
め
て
厳
し
く
、
木
材
価
格
の

低
迷
、後
継
者
不
足
等
は
山
林
の
荒
廃
、

自
然
環
境
の
崩
壊
に
も
つ
な
が
り
、
災

害
に
強
い
山
づ
く
り
、
健
全
な
国
土
保

全
の
た
め
に
も
都
市
と
山
村
、
上
流
地

域
と
下
流
地
域
が
今
後
よ
り
深
い
連
携

を
持
っ
て
、
山
林
を
見
直
す
べ
き
と
考

え
て
い
ま
す
。

水
の
源
と
な
る
山
林
に
、
国
、
県
が

手
厚
い
補
助
制
度
を
確
立
し
、
国
民
が

山
林
に
目
を
向
け
感
謝
す
る
時
代
こ

そ
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
、
平
成
の
時
代
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

随 想

１０平成１２年２月１４日町 村 週 報第２３０３号 （第三種郵便物認可）



自
治
体
の
勤
務
条
件
の
調
査
結
果
ま
と
ま
る

―
自
治
省
―

平
成
十
二
年
度
補
助
金
等
の
概
要

―
大
蔵
省
―

「
ふ
る
さ
と
プ
ラ
ザ
東
京
」

東
京
駅
前
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

自
治
省
は
こ
の
ほ
ど
平
成
十
年
度
の
地

方
公
共
団
体
の
勤
務
条
件
等
に
関
す
る
調

査
結
果
を
発
表
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
完
全
週
休
二
日
制
は

全
て
の
団
体
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
一
週

間
の
勤
務
時
間
は
八
割
以
上
の
団
体
が
国

に
準
じ
て
定
め
て
い
る
。

年
次
有
給
休
暇
の
平
均
使
用
日
数
は
、

一
一
・
六
日
（
町
村
は
一
〇
・
二
日
）
と

ほ
ぼ
前
年
並
み
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、介
護
休
暇
を
取
得
し
た
職
員
は
、

三
、
六
〇
六
人
で
、
こ
の
う
ち
男
性
職
員

が
五
〇
六
人
、
女
性
職
員
が
三
、
一
〇
〇

人
と
女
性
が
全
体
の
八
六
・
〇
％
を
占
め

て
い
る
。

介
護
の
対
象
を
み
る
と
、
男
性
職
員
で

は
自
分
の
父
母
が
三
七
・
〇
％
と
一
番
多

く
、
次
い
で
配
偶
者
が
三
三
・
八
％
、
子

供
二
六
・
七
％
の
順
と
な
っ
て
お
り
、
女

性
職
員
は
自
分
の
父
母
三
九
・
五
％
、
子

供
三
五
・
四
％
、
配
偶
者
一
四
・
五
％
の

順
と
な
っ
て
い
る
。介
護
休
暇
の
期
間
は
、

「
一
ヵ
月
以
下
」
が
全
体
の
四
五
・
〇
％

で
最
多
、
次
い
で
「
二
ヵ
月
超
〜
三
ヵ
月

以
下
」
二
七
・
八
％
、「
一
ヵ
月
超
〜
二

ヵ
月
以
下
」
二
〇
・
六
％
と
続
き
、「
三

ヵ
月
超
」
は
六
・
六
％
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
一
歳
に
満
た
な
い
子
を
養
育

す
る
た
め
に
取
得
す
る
育
児
休
業
に
つ
い

て
は
、
対
象
と
な
る
女
性
職
員
七
二
、
六

三
七
人
の
う
ち
六
三
、
七
三
四
人
（
八
七

・
七
％
）
が
取
得
し
て
い
る
。
前
年
よ
り

五
九
三
人
増
加
し
、
取
得
率
も
一
・
二
ポ

イ
ン
ト
上
昇
し
て
お
り
、
年
々
制
度
の
活

用
が
進
ん
で
い
る
。
な
お
、
男
性
職
員
も

一
〇
一
人
（
前
年
度
八
〇
人
）
が
育
児
休

業
を
取
得
し
て
い
る
。

大
蔵
省
は
一
月
二
十
七
日
、
平
成
十
二

年
度
予
算
案
に
お
け
る
補
助
金
等
の
概
要

を
ま
と
め
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、補
助
金
等
の
総
額
は
、

介
護
保
険
導
入
に
伴
う
社
会
保
険
関
係
の

負
担
金
・
交
付
金
な
ど
が
増
え
た
結
果
、

対
前
年
度
比
三
・
三
％
増
の
二
〇
兆
六
、

九
六
九
億
円
と
な
っ
た
。

主
要
経
費
別
に
み
る
と
、
社
会
保
障
関

係
費
が
介
護
保
険
導
入
に
伴
う
介
護
給
付

費
負
担
金
や
同
財
政
調
整
交
付
金
の
創
設

に
よ
り
同
三
・
七
％
増
の
九
兆
五
、
一
三

六
億
円
と
、
文
教
・
科
学
振
興
費（
同
〇
・

三
％
増
、
四
兆
八
二
一
億
円
）
公
共
事
業

関
係
費
（
同
二
・
一
％
増
、
四
兆
二
、
四

三
五
億
円
）
と
い
っ
た
主
要
三
経
費
の
中

で
最
も
高
い
伸
び
を
示
し
て
い
る
。

交
付
先
の
内
訳
に
つ
い
て
は
、
地
方
公

共
団
体
が
同
二
・
九
％
増
の
一
六
兆
八
、

八
九
一
億
円
、
特
殊
法
人
等
が
同
三
・
二

％
増
の
二
兆
九
、
三
二
二
億
円
、
民
間
団

体
等
が
同
一
〇
・
七
％
増
の
八
、
七
五
七

億
円
と
な
っ
て
お
り
、
民
間
団
体
向
け
が

伸
び
た
の
は
、
雇
用
促
進
関
係
で
の
民
間

向
け
補
助
金
の
拡
充
な
ど
の
た
め
。
ま
た

「
そ
の
他
補
助
金
等
」
に
つ
い
て
は
同
二

二
・
三
％
、
六
、
五
八
一
億
円
の
減
と
な

り
、
一
割
カ
ッ
ト
の
目
標
を
達
成
し
た
。

補
助
金
の
整
理
合
理
化
に
つ
い
て
は
、

新
規
分
一
九
五
件
、
一
兆
六
、
一
三
一
億

円
を
計
上
、
ま
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

保
護
費
負
担
金
な
ど
二
二
三
件
を
廃
止
し

た
り
、
統
合
・
メ
ニ
ュ
ー
化
等
行
っ
た
結

果
、
整
理
合
理
化
件
数
は
一
、
六
六
二
件
、

額
に
し
て
一
兆
四
、三
三
六
億
円
と
な
り
、

補
助
金
等
の
総
件
数
は
二
、
四
三
二
件
と

同
九
四
件
減
と
な
っ
た
。

�
ふ
る
さ
と
情
報
セ
ン
タ
ー
が
運
営
し

て
い
る
「
ふ
る
さ
と
プ
ラ
ザ
東
京
」
は
、

渋
谷
区
の
原
宿
か
ら
東
京
駅
八
重
洲
口
近

く
の
「
八
重
洲
ダ
イ
ビ
ル
」
一
階
に
移
転

し
、
二
〇
〇
〇
年
二
月
一
日
、
新
装
オ
ー

プ
ン
し
た
。

プ
ラ
ザ
東
京
で
は
、
昨
年
十
二
月
を

も
っ
て
全
国
各
市
町
村
の
出
店
等
に
よ
る

展
示
販
売
を
終
了
さ
せ
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
な
ど
都
市
と
農
山
漁
村
の
交
流
を

支
援
す
る
と
い
う
点
か
ら
、
情
報
と
実
行

と
を
つ
な
ぐ
仲
介
役
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
）
の
拠
点
と
し
て
位
置
付
け
、
中
山

間
地
市
町
村
が
実
施
す
る
各
種
取
り
組
み

を
支
援
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

今
後
の
業
務
と
し
て
�
都
市
生
活
者
等

へ
の
情
報
提
供
の
強
化
を
図
る
た
め
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
充
実
強
化
、
出
版
物
の

定
期
的
な
発
行
、
マ
ス
コ
ミ
へ
の
広
報
活

動
を
積
極
的
に
推
進
す
る
�
ふ
る
さ
と
情

報
に
関
す
る
デ
ー
タ
バ
ン
ク
と
し
て
、
都

市
生
活
者
や
企
業
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
か

ら
信
頼
さ
れ
る
効
果
的
な
相
談
サ
ー
ビ
ス

活
動
を
実
施
す
る
�
都
市
と
の
農
山
漁
村

の
交
流
促
進
及
び
ふ
る
さ
と
産
品
の
実
需

者
と
生
産
者
を
結
ぶ
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
活

動
を
強
化
す
る
等
と
し
て
い
る
。

各
町
村
の
皆
様
に
は
是
非
、
上
京
の
折

は
「
プ
ラ
ザ
東
京
」
に
お
立
ち
寄
り
頂
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

住
所

東
京
都
中
央
区
京
橋
一
�
一
�
一

八
重
洲
ダ
イ
ビ
ル
一
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
三
�
三
五
四
八
�
二
三
一
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
三
�
三
五
四
八
�
二
三
一
六
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